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発刊~の とと~ば

加薩愛~ 雄

』
‐

． ､〃 ‘

~=農業気象学会の東北支部ばずつさ早くから結成=されて気象
ダ 、

心として活動を続けて来たのであるが今回更に発展を期し更

員相互の連絡ご研究成果の発表のために、支部からこの「東
』

j , ､

業気象」さいう今のごころさ-さやか乍ら一つの機関誌を出す‐
鷺

『 ， ； ．

つブこ。農業気象が学問的に言って一分科這~~ して農業経営道気

台を中

に叉会

北の農

事にな

象要素

Eの関聯について学理的に研究されねばならない這同時にそ の成果

が直接農業経営の実地に応用されなければならない。その意
、

・

の一小誌が研究者の間に~~も~又実地指導者の間に~ も~有效な~ も ~の

味で~こ
ザ

や一

▲
w■

で~ある

事を信ずるのである。
~

~

~農業気象に関す1る研究が主直して気象災害防止の立場から
. ． ､一 一 、

要視さ鯉て来たのであるが、農業気象賦単にそればかりでな
“ ~ 『

： ．
‘ ｰ．

．
- ％

経営に於て、気象要素が如何なる機構でそれに寄与して居る

う事を明らかにしそれによって最も合理的に且つ最も有效な

特に 必

農業く

かさい

経営の

己方法を見出す事が重要であるご考える。最近農業気象の研究
一． ~ ． ． ； ‘. ． ； ; ．, . ､ '－ 二

に発展しで居る事も:そして実地農業にぞれ等の成果が応用さ

て~居る事唯喜びに堪えない。

急速が

れて来

東北地方に於てその置鮫れている地理的位置に於て、農業経営の成

果が農業気象の研究の応嬬の、有無に』よiって零二しぐ陰麦配さ鯉る
= 一 一

事を考

えるきぎと｡め'. .r東北;の農業気象］: ‘が東北地方の雰展に『些か:で §~寄与一~
〆出:来る事を望んで居るものである。

~
、



次目

東北大学理学部教授加藤愛雄発刊の辞
岱

１

３

a

。 ‐
《

ソリパツプ、グリーンの水温上昇效果に関する一実験え

宮城農試

宮本硬一、千葉文一、森谷睦夫

ピニーノレ被覆による水温上昇について…･…･…………･･･………･…･……・・ 4

宮城農試

宮本硬一、千葉文一、森谷睦夫

庄司源十郎慰

硬質ビニール板による分散灌概の效果について……･…．．………･…．｡……6

青森農試

~羽生寿郎、鳥山国士、小田桐光雄

和田純二、佐々木正吉

水稲冠水被害による形態的変化･…．．｡｡．．………･…･…………･……………・・ 9

宮城統計調査事務所

氏家四郎、斎藤豊治、鈴木康彦、

加藤力

水田徴気象ざ水稲の炭水化物の集積に関する研究(1)｡……………､………･10

山形大、農学部 羽根田栄四郎

5qn地温ご馬鈴薯萠芽さの関係の統計的考察･…．．………･…･…･…･･……祖2

~ 岩手農~試 高橋友吾

畦被覆による地温の差異が馬鈴薯の生育収量に及ぼす

影響について~ 〔予・ ~ 報）…………･･･…･………………･……･………13

~7
－

3

呉

8
』

一ｧ旦

~

よ

&．

Z

東北農試 阿部亥三

0年水稲栽培期間の天候位置．．…………･…………･………．．…

山形県庁

小笠原和夫､~小林四郎
における水稲の豊凶について．…………･……･……････…･……

福島測候所 梅田三郎

風に 、つい‐て･･･……･………･"･…･…･･･…･…｡.･･･……………………

…14

……16冨島鐸

….17

八戸測候所 松沢一郎



一宇3－

ソ.リバツプグリーンの水温上昇効果

に関する一実験宮城農~ 試
~ ~

宮本硬一、千葉文一、森谷睦夫

I陣苗代における実験
j

、

1． ソ,リバツフ°グリーン溶液(S･
. G.溶液）を径10cm長さ3流

のポリエチレンチューブにいれ、それを大きさ3戒×17沈（約15坪）．水

深13dnの苗代に30麺毎に1本づ撞並べて計34本（延100糀）
1

設置、水温の上昇效果を調べﾅﾆ。溶液の濃度ば5000で、‐観測

は昭和30年10 月30日～’’月1日 に実施し了こ。

2． 水温上昇に対するS.G｡溶液の效果砿比較的少く 、 日平均

0.5～0.7｡C位高く'なっただけで、 それ.も昼間の昇温ば少< 諺むし
Lく

る夜間の温度差が大きい。 10月30日12hにS｡G・溶液附近の水温

分布を特に詳しく測ってみﾅﾆが、チューブに最§近いEころの水

温が上昇しているここは認めら虹守､ 日射吸収による昇渥效果

は殆んざなかつナこ。又その時の8点の平均水温を対照区のそれ

ど比較してみるど、前者が19.2｡C,後者が19.0｡CEなって両者の

差は極めて小さかつﾅこ。従って晩秋の気候条件下_においてば約

15坪〔水深13 qn)の湛水した苗代に長さ100沈のポリエチ』

レンチユープ(S｡G"溶液を入れナこ ）を設置して、水温上昇效果

を測っても、殆んざその效果がなかつナこ訳である。

Ⅱ、 S.G.溶液の量別昇温效果

1 一定量の水を入れナこ直径14.5qn，高さ 18“のガラス製ポッ

トに'色々な量のS.G・溶液をつめたポリエチレンチューブを入
~

？ '“
、

れて水温の上昇程度を調べてみﾌこ。各ポットに対する供試条件

は次表の通りで‘ある。
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註陰 濃度は(I)ど同じ。

昼間における水温上昇度Ⅸ13h頃が最も大きく 、 15h～16頃
/j

: ~ ~ . ~

よぶり急激に減少しているが、 その変傾の傾向は日射量の変化のそ,、

れ･ざ大体同じであつナこ。叉S｡G.溶液量ご水温どの間にば大体

直線的な関係がみら鉦、 1 ．1日叉5日の場合、水量Iこ対するS.G｡

溶液量の割合が10％増えるにしﾅこがって~水温ば約0．8℃位の割

で上昇~していた。

ビニール被覆による水温上昇について

宮猿農試

宮本硬一、千葉交一~
森谷睦夫、庄司源十

､

郎､

1、 冷水掛流灌蔵に於て水温上昇を計る方法産して次

夫々の昇温效果を流水量を変えて2回測定した。 ~ ~

A唾試験場所一 宮農試 愛子試験地

B，試験時期 昭和30年5月16日～17日〔水量の多＆
ﾒﾐ ｰ

の区を設け

､場合）
も 王 ■

5月26日～ 27日〔水量の少&､場合）〃

C、使用ピニー”

D，供試条件

梨地 0．1”

I対照区分（~分散潅瞬〕-面積~ 瞥“ 1

2迂回水路区
~一 ：:<- …:：:水路全長2

‘ "… :､
i巾

1．01藏

9.‘4碗~ ： ; ~~

上~25“

~下15“

－~

一斗 ､

ｷ

I

F
ご~

~ ． ‐2： ミ
・
3 -ぐ .4． 5 対照区

S.G溶液(S) 750
‐
375

250% ~~~ ~
18．7．5 .‘150 0

水~ (W) 2000 1．500 1500 1500 1500 1500

： S
- . .,

~毒×100 37．5 2．5 16．7 12．5 10
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~ ~ ’3ピニールハウ察区面積被覆部8．81減被覆外2.2派

4ビニール平張区 〃 〃 〃

2． この試験からは水温上昇法直しては対照区の分散潅藤が最も良

~ 、
~く も迂廻水路~ば大しﾅこ期待朧待てない。

． 又'：
.

ビニール被覆の場合ば流水量によりその結果が異なり、多い場合

（ 0.575毛百と ）嚥→ウユ内の気温が高〈 （日中砿5｡C～15｡C以上高
号． 煮 ． 、~

〈も夜間ぱ逆に3｡C位低くなる）蒸発量も少<ない( 35%～45%) に
旨 . 千 ・ 口･ ざ；

もかかわらずビニールの日射量の透過率50％~70％位で遮光によ
~

． ：
’

る影響が大きく水温上昇にば效果ばない、流水量の少い場合（
･ … ･ ’-, . , ‘ ゞ ． _ﾀ ﾈF鞍‘，

“0患炎）砿=､，ユ内の高温碇一一,"による遮光の影響鱈補
・ ~ ~ ＊ ~: "~』墓： ~を 1.~~~4, _‘ ~;:：

って対照区の分散灌藤さほ宙同じ位の昇温效果があり、又夜間の
今 ．,． ニ

ュ:. ､ ,； 1 ．． ．:、
．

冷却のしかfこも遅くな~っている。
そ

.
‐

. ご ．. :
'二

平張はビ･ニールの約半分が水面に接していﾅﾆためが鳶ハウユの様
輿
』

は認められず迂廻水路ざほ宙同程度9，昇温であつγこつ
‘ ． ‐ ． 、 ： ： ． ． 〃 ~. ； ~ ． ． 菟 菖 ．

． 』.！

・水温上昇度（出口水温一入口水温）

なこさ

~
~~

流水量が少い程、降射を受ける‘面積､~ ~空気に接している面積3．

（気温が水温より高い場合）が大きい程、水温の上昇度が高く

一"被覆の效果が出るための流水江るこざは当然であるが、 ビー

量さの関係については今後の研究にまつ。

守

ローーー一＝＝~

対照区 迂廻水路一
ピニーノレ

ｼ、ウニ

ビニール’
~ ~

、平~張：

水量の多い場合
日中

夜一間

2.2

-U.2

1.‘5

－⑪.3 ‐

~ ~

1．0，
． J．

‐

－0．1‐ ~~
型

一

睡

■

’

一

■
宅
ト
ー

日中

~~

46 3．9 4．7

~

〆

3.8
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砺噴ビニール板による分散濯溌の敷果

について
，全弓 茜 ‘‐. 、

青森農：試~
； 烏、

。 ､

羽生寿郎． ~~烏山国士鼬小田桐光雄
と

和田純二諺佐々木正吉も
：

硬質ビニール分籔板瞳ﾎセール首イドの下敷位の硬さ~で、‘~・幅約15qn
.

；、

の帯状をなし、~
ぼ旨中央に直径’～3”の孔が一定の間隔で－ﾑ列

にうがナこれている。： これ､を図のよう､に水田の内側に立~てるEも こ
F

偽
茜寺 '

の多数の孔から水が少しづ、水田内に入る。 ~図のA区､ ~C区に分
、

′
:‘･

こ、 ．. ‘ ・

散板を取付け、筒A麓~~…B区にば漏水防止のためベントナイを反当
200賞混入した。 この？こめ漏水量ばA， B区が4署詞も~C､~ D区
が8～9－器ず~“つた｡~ ゞ､ ユ ~

夜間及び曇天の昼間でも水温の分布は普通灌概区の:水口:水温に比

較して分散灌概区の方が高温を示じも晴天の置きはこの差が薯じ
かつた。 （矛 1図）

冷水による水口の生育遅延の状態ば矛2図の出穂日等日線から

明らかで、普通潅概区は水口に不出穂の部分を生じたがも分散区

は全部出穂し鼬ゞ漏水が少いA区は特に效果が大きかった。反収賦

矛2図から明らか姪ようにD区篭100ざするEC区は17％増収
5

~

した。筒B区EA区の差の少いのばA区めサンプリング誤差と地
力差によるようで、数％の差ぱあるご推定される。

Ｉ望．Ｌｐ６口日Ｏｆ０ⅡⅡⅡＩ■ＩＦＪＩ■１９９Ｆ８■１１‐ｈＬＩｌトレ
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才 1図 昭和30年7~月1~4日 12～14時平均

水温分布点線ば分散板.~数字吹｡cを~

夢
”

示す。
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.､ ，
字

出穂期分布（品種、藤坂~5蕊号~~）矛2図

点線は分散板、 ~数字ば8月の日付

ば不出穂を示す6

一

~

１



水稲冠水被害による形態的変化

~ ~
宮鱗統計調査事務所

~ 氏家四郎

；： ､ ~ ミ ~ ~鈴木康彦

斎藤豊治

加藤~ ~力

宮城県で水稲被害減収の原因を統計表で見るざ．筆頭は毎年水害で

ある、冠水被害面積~ぱ~4万町歩に~；も~及ぶ~こさがあり、 その被害の対

k策や推定に要する基礎資料ば、 その都度大いに要望されてし､~:る．』 ~

さころが冠水被害に関する要因が雑多である為、 ~そ~の研究ば比較的

i少ない、本試験はこれ吟の観点=に立って、冠水被害状況を外部形態

的に把握し、現地における被害減収量判定の参考に資する;を目的を

‘ した'、試験方法ば簿ツトで行つ:たが、 :冠水ほ宮農試附近の用水路に

で行い、被害当時の自然環:境ご同様に考慮しﾅﾆ、冠水は田植直後か

ら-出穂期後20日目頃まで13期に区分し、更に各期毎に冠水日数

区分を3～4回さし、合計42区の4回反復で行つ:fgb% ~ ・ ~ ‐

”‘ﾘ査ば生湾時調及び冠水日華別の減収量を算出し､ これが極:害擬構

どの関連性を外部形態的に究明しナニ。その概要を見る‘造､栄養生長

期間肱出穂遅延が減収の主因である、~出穂遅延吠分けつ遅延に．よる

もので、田植後の日数経過どどもに、 1次分けつが沃折し穂数が減

少する壱 この補償作用として2次分けつを特に増加するが、穂が小

さくなる外登熱不完全になる為減収量を次才に増大するb ~幼穂発育

期間の被害では職初期E後期でば被害機構が異う°幼穂形成期臓幼

穂枯死による穂数の減少が主因である、頴花の発育が進むにし↑こが

って遥幼穂が枯死するものE、枝梗が沃折するもの在ある、出穂期

が近づくにしﾌﾆがい:、劾穂枯死が減少し、枝梗の沃折ご､:不稔粒が

増加する、 この期間における被害の大きいこさはいうま:でもないが
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補償作用直して枝穏が発生する。 ~幼穂形成期頃の被害華ば殆んざ節

間伸長しないから枝穂の発生は少ないが~、 その後の被害垂は殆んざ
⑧

節間伸長し、枝穂が1垂から1～2本発生する。枝穂ば主華の幼穂

枯死しﾅﾆものは勿論吟：不稔粒が50％内外の主華を限度ざして発生

している。枝穂の頴花数ば30～40粒に過ぎないが、出穂期前5

ゞ白頃までは登熱良好で皆無地帯から0．5～1.0右の収量を得るこさ

~墓が'濁る6闘穂期前5日ふち出穂期後5日目頃までの減収の主因ば不

稔粒の増鯛である。枝穂の発生ぱこの期間で終るが次才に減少しも

ゞ登熱も:不完全になる、補償作用としてば、被害を回避した稔実粒の

:亜瀧重が6.無冠水辺のそれより重くなるこさである。然し米質が低

_下するのでその役割は小さい。出穂期後5日目以降ぱ米質の悪化ピ

:千粒重の低下が滅収の主因麿なる、米質の悪化する経過を詳細に観

篭察壷る;さ、藷花直後は茶米を増加するが比較的米寅朧悪化しない、

露穂後5画目か､ら急激に乳白米が増加する、乳白米ば8日目頃最高

に達し､~以後ばこれにかわって死米を増加する6米質を最も悪化す

鐇耐瞳開花後10個目前後であるが､~本田においてば出穂期後10

週目頃に当る菅どの様な米質め障害機構ば旱害も冷害め場答さ同繍

~な傾向をたごってい:_ろ。 ‐

水田徴気象と水稲の炭水化物の集積に関｡

する研究
、~ ~

‐ ~(1) 山形大学農学部~
羽根田栄四郎

筆者は水田気象が水稲の生育過程中のエネル，卒一源､であり、且つ栄

養上重要な炭水化物の消長に如何なる影響を与えるf:瞳らふて研究

一



一霊1]＝

しつつあり 、 その日愛化について報告する．。

供試品種は「農抹41－号』ざ 「農林46号｣;で:､背浦斯さ雷長転換

期の環境条件（灌排水、遮光、低温、高温等）の差異』こ伴う変化を

調査し、次の結果を得た。

1．炭水化物の日変化は粗澱粉、還元糖について顕著な変化があり
〆

品種によって差異が認められナニ。

2．苗代期の潅排水、低温は日変化に影響しﾅﾆ。即ち『41号」で

‘ま､濯水時の還元糖は地表温め変好芭同傾向壱$粗溌隷ぱ:氷温
一も~

~
~ ~ゞ ; :･･. .i-:~ ､ ( ;'i鳶袈鯵

気温の変化ざ逆傾向である。排水時の還元糖ば5"地温ども"粗
： 、 ざ』 ．･急,

i･ f、 ，;・

澱粉は草間気温、地表温、気温の変化這同傾向ごなる。 『46
. ﾛ ｰ ･ 今、舎 廿

巳
ﾛ 凸 ｡

.
,. ： ‘。 ， r ・

号」では、潅水時の還元糖､~粗澱粉I主5麺地温の変化這同頻向

ご､なり 、排水時の還元糖ば10“地温ご詞傾向でも:麺澱縁ば気

5~an地温の:変化~と逆傾向さな~る。:~ ~又潅水時の~ ~ ~~ :『空:典~号エ:は温、

遮光〔 ~70％）によっても‐日変化が乱されない適次に低温､寡照

『41号』が粗澱粉、還元糖ども
~

の後日作用ぱ矛一日目では、

r46号」ゞで~ぱ還元糖の変に日変化が顕著な影響を受けるが、

化が影響される。才二日目からは両品種共に影響されないこさ

が夫々認め､られた。~ ~ ~ ~~.
■ 里‐

3．生長転換期にも潅排水、遮光が日変化に影響した。即ちr41･
． ． ￥ ．身 、

ー号』ルネ還元糖の変化が排水によ~り地表温の変化唇類似し、潅水

に;より前者曲線の午后に-も~遮光(_:50%>Iごよ、午誠にj夫々二

回の凹部が現われた。叉粗澱粉の変化&X草間気温の疫化造類似

しも排水により8時ごI6時、濯水により10時‘§エ4時、鐘

光に〈よ､り､10時に夫々凹部が現われる。 「46号」は 蕊水 寡■

照（’0％）下でば日変化が影響さ鯉ず、 自然下よりも粗澱粉

農が多くなる6吹に夜温の影響はF41号」でば､高温吹粗澱粉′ 、 ‘ ．>：
ゞ

・ 者 ~
‘

， ~ ， さ
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．

~ の消耗が多く 、低温ば集積が大どなるが~､、 r.4,6号J~ぱ前者の~

鍵化‘逆慎向を示した．” ~？ ~ ？＊
、 孔 ゞ ~ ､‘ゞ 、骨， ；“ ： ‘ 員寺 ~： ： ~

5“地温と馬鈴薯萌芽: ~ ■
~
との関係の統計的考察~ …~ ~~~ ~

手農試岩 高橋友吾

馬鈴薯萠芽の早晩は:、その後の生育及び収量に及ぼす影響が大きいので、気象

条件のうちで馬鈴薯萠芽と最も関係深いごみられる地温ざの関係について、次の．
．『 2F .

ような統計的考察を試みﾅこ。
。

． ：， ： ． ､ ‐

資料ば岩手農試圃場にて実施中の馬鈴薯気象威応試験（供試品種男爵）における

薩芽揃期さ、同観測露場にて観測〔9或ば10時）した地中5anの温度で、昭和
；

．
』 、 . ｡ ．

24～30年の7ヶ年の資料である。

(I)平均地温置萠芽の早晩産の関係：萠芽に要する日数を大体30白さみるE

この期間が高温であれば萠芽が早まる傾向に*みられた。こ§のうちで軍15個間

づ閏前半と後半ごに区切ってみﾅこ場合ば前半の平均地温ざは統計的に全~<有意

な関係が認められず､後半15日間の平均地温とは;、可成り密接な関係にある

と認められﾌこ。
~, "_ _

~ ~ ~:- : _: ､ - _r．： ．

〔Ⅱ）地温の時期的変化ど萠芽の早晩どの関係：地温上昇の様相は年によって可

或り異るが、 12℃前後に達しﾅこ日の早い年に萠芽が早くなる関係にあるこ直
： 、

が認められた。そしてこ伽に更にその前後に於け愚地温変化の状況密考え併せ

ることは息全く意味がないざ認めら伽た° ~ さころで本資料でば､~ 12．0に

達している日が植付後1:3～23日どなっており、しかも後半15日間の温度

上昇Iこば年による大きな違いがないﾅこめも §12℃に達した日の早晩琶電前記の

後半15日間の平均地温の高低とば瞳全く同じ意味を表わしているものどみち
､ 当

れる。従って馬鈴薯萠芽の早暁に対しては綾半15日間の平均地温の高低が影

響しているのか､或は12℃前後に達する日の早晩がより影響しているのかば

明らかに出来なかつ↑こ。何れにして~も萠芽の早晩が、前半15日間位の地温に

影響されないで、後半15日間位の地温に影響されているご見るこさ~
うc

ばそれ程

ができよ



－13－

畦被覆による飽温の差異が馬鈴の生育収量に

~及ぼす影響について（予報）

~ ~東北農試 阿部亥三

Z 試験方法：

1 ） ~供試品種： 男爵薯
~

2 ） 試験区の構成： ~

震“ “鱗識戯鍾”",坪
両側被覆区

南側被覆区 （本試験圃場は半精密圃場ざして前年造成し

北側被覆区 γこもり）である。 ）

乳 ） 耕種条件： 播種 4月25日~
肥培管理は当曝群蘋梗概に準じて行う。

~

4 ） 処理方法： ~被覆材料一稲ワラ 被覆時期－6月20日

~

~ ワラの量一畦の長さ8尺につき片側に200匁

使用。

'畦の方向： 概ね東西畦

地温観測： “ ~各区の畦の北側、南側、及び中央部の器ケ所

において0”，－5dM,-10cm,-20cJwz,の地温

を測定。

5 》

6 ）

試験結果の概要 。
●2

地温の差異~： ワラ被覆による地温の上昇抑制は昼間は両

側被覆区に於いて最も著しく、南側被覆区淡これに次ぎ、北

側被覆区ば標準区より逆に高温を示す。

叉地温の上昇抑制は畦の北側より南側で顕著である。夜間は
4 p Ef

=七

被覆区はいづれも標準区より地温の低下が緩和されている。

1 〉
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塊菫の最も多く着生Iﾉでいたのは地下10”付近の層であつ

だので、 ’0”地温’こつき各区の南側及び北側の温度( '7
＆時観測も期間6月21日～7月20日）へ標準区の温度を比

較寸るご、畦の南側は両側被覆区が最も低く （地温の上昇ご
~

共‘こ蕊準区どの差砿増大寄る傾向が認められる） ,;次いで南
側被覆区で、北側被覆区は逆に標準区より高温を示す。

鑑''北劉でば爾蝿繼懸区が鐙‘鱈〈､他''‘虞間‘忌艫菱異
は少い･

2 ） 馬鈴薯の生育収量の差異： 収穫期の総薯重慧は標準区を

100ごするご、南側被覆区110｡2,両側被覆区105.8,北側被

謹区99．5ご荘り種．生育途中の認査でもこの収量順位ざ合致し

た傾向を示しfこ・叉境垂は各区ご§畦の南側より北側に多く

着生していた。 ~

､：沼和SO年水稲栽培期i罰の天候位置

山 形 県 庁 ､

小笠原和夫~~ 小林 幽郎

賎昭和誌0年大豊作の要因さして、 オホーツク気団の発達が微弱で
6－7－月に異常高温多照の天候がつづき理縄型の生育相をfこぎり得

ﾌﾆこさ巽、同じ天候型でイモチの発生が完全に抑えられたこごが挙

げられる。．この年8月中旬以降の低温は生殖成長促進ご秋落防止の．

上からは却って非常な好結果をもたらしている。 山形測候所の資

料に就き明治24年以来65ヶ年に亘る4－9月の気温偏差を高い

順序に曜らぺるご、昭和率年(8.5．),明治”年(7.3),大正'’

隼《:職､緋",畷和ゞ隼(§.‘)､昭和職0隼(＄・患｡),大賑'恩隼(s.x),
昭和17年(4.8),昭和18年(4.5｡)j明治Z~局年(4.局｡),招和2諦年(

‘.‘~, ｡“,ｭ雫‘‘｡ﾕﾙ.ゞ-,‘"高…帳,,示漂-種‘
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が、昭和認0年は㈹5ケ年中の矛五位に．止まり、次に、 4－9月の

日照白分率を高い順序にならべるご、昭和18年（121％），昭和1暫

年（119％）汐昭和21年（116％） ，昭和2局年(116%),昭和8年

（114％）
~
，昭和25年（114％） ，昭和認0年（105％） ，大正~11年

（105％） ，大正13年（102％）で富 ~4－9月の多照は豊作の示標ご

なるが電昭和HO年はfi5ケ年中の才7位に過ぎな､い。ゞ~

4－5月の天候は仮轤に除~さ志山形県の作柄は6－7月に梅雨が卓

越して=も-=8－＄タ 月に高温多照なれば一般に良好であるがも 6－7月

が異常高温で9－9月に軽い冷気の入った型の変りが昭和~認0年の

天候特徴である。

何れにしても敗戦後品種改良萢病虫害対策、農業改良技術の普及

が、天候を克服して生産を挙げているのは大きな特徴ど見られる。

明治12年以来77年間に山形県の反当収量が飛躍的増大を示しﾅﾆ5

回の年代が劃される。 。

即ち、明治18年（1.55石），明治34年（1勘3石），大正認年（2.06石）

昭和8年（2．44石），昭和23年（2息70石），昭和30年（器.05石）の如く

で、昭和8年に到達した2．44石の異常記録は昭和25～29年の5ケ

年平均反当収量に当る。 ~
） ~

1度獲得した新記録はやがて平均収量へざ安定するごこる、ここ

に農業の躍進がある。

越
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福島巣における7k稲の豊凶について

福島測候所梅田三郎

福島県における水稲U）豊凶を種々の観点より調査し、気温の地域

性どの関連についての考察を行ったも“である。

調査資料のうち収量は福島統計調査事務所が福島県統計書より作成

した郡を単位ごし7こ反当収量で、最近のものぱ会計が調査したもの

である。叉気温の資料は区内観測所の間”〕である。だ賀統計期間が

まちまちであり統計値をそのままいわゆる平年値ご‘して各所を比較

きるこさが出来ないので、平年値は寺べて最近認0年間のものに引

き直した。得られ『畠結暴の内主なものは次の通りである。

（1） 収量の永年変化を見るに顕著な漸増の十う勢が見られるがも

増収の割合は地域によって甚し<違い、会窪地方に大きく、浜

通りでは小さい。

（2） 減収歩合は増収歩合よりかなり大きい。 …

（3） 作柄の不妾定度ば浜通り北部から阿武隈山地、中通り南部に

かけて大きく、会津方面が最も小さい。

（4） 作柄の地域差は不凶作年に大きく、地域差の大きい年の作況

の分布は浜通りに悪く会津方面に良い型を示すこさが多い。

（5） 明治時代から現在に進むに従い地域差は小さくなっているよ

うである。 これは気象の地域差の小さくなって来fごためか、稲

作0)技術の発達及び普及によるも0）ど思われる。

（6） 気温ご収鼓ご非常に有意な相関のあるのは会津では7月、中

通りでは7 ． 8月璽浜通りでは7 ． 8 ． 削月であり、水稲の生

育の諸相の地域的な推移波ざから見て当を得γこものご思われる

（7） 水稲の収量は年ピピハに各郡か淀り違った割合で増加し現在

の状態に立至って【,、るり）であるが、寺う勢直線から計算される
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現在の平年収量は各地域の盛冨季の気温の高低に略々比例して増減

しているがも昔の平年収麓ではこの関係は兇~られ~ない。 ~ ~

（8） 地域的'二兇に収鐘の合致"度合'よ盛夏季の気温山合致の度合ご

関係している。

山背風について

所~松沢一郎八戸測候

及び三戸郡の平野部に初夏より盛夏にかけて吹< 11I

背風(傭東風）の諸性質を調査した。
山背風の吹走時期は乎野部で5月、山間部で6月より初ま、、最

強時期は北部海岸地方で(う～8月、 ~南部海岸地方で7月～8月、山

沿地方では岩月ごなっている。風速は防風林のある所で最大Sm/S
、

平鍔.、海岸電台地で10Dﾘ/肘以上ごなって(,、る。山背風の侵入し塚い

所は十和田湖畔のみご茂っている。

農作物の被害は山背風の強さご密接な関係があり、被害”大きい

地域を挙げる､ご上北郡小河原沼周辺､浦野館村台地、三沢海岸地域、

』三声難で‘農八戸濡､及蘇馬飼＃''流域…。
、山背風にはしばしば霧が伴い2～3日も続く。霧の強い区域は七

戸‐三本木礎結ぶ綴聖で‘八戸愚辺及び驫劉川流域ゞなって‘､‘・
山背風の吹走寺る時は一般に気温が姪！'、。反対風のSW風の時と

比較するご平均2～4℃位低くなっている。 しかし晴天の時はそれ

ほざ温陵は下らない。

偏東風である山背風0）吹<高さを高層観測畜料(Aerol《噌icalda

ta ofJapan)を用いて調べるご、地上より上空蚤で連続して吹いている場合下

層は別な風である高さ以上が偏東風さ､なっている場合そり》他があ-る~ ，

各月についてざQ)型が多いかをみるご、各月とも地上説睡まで連続

〆
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して偏東風さなっている場合が多く、全体0） 80％内外を占めて均、

る。 7～8月にはかなり”高所まで吹いていることがある。

山背風”高さご地上”気温どの関係については7月はあまりはっ

きりした関係ば得られないが、 8月になるご0時及びユ2時”気温

ども I逓背観が高く唾る道上昇するこごが認められる。気温0》高低の

境界高度は8月では4趣位置考えられる。 この様な現象は山背風を

引起ゞす高気圧の性質｡）筆によるもので一般に高気圧が北偏している

場合は山背風は低く、、南偏している場合は山背風は高く注っている

・
参 一 考 ~ 文 ~ 獄

岩手県庁、岩手県農業気象認査

仙台管医気象台､東北の気候

1

2

垂
ロ報

昭和30年度東北支部総会並びに研究発表会

、昭和認1年1月19日仙台管区気象台において開催しfこ・

参集者50名

1 。
総~

会 、 ~ ~

(1) ~ ‐支部会則の作成についてば、原案について I討議しﾅこ

＝少数のアニめ決議に至息な鉦つだ。近日中に役員会を持ち

； 則の最終案を作成して1，~支部全会員の賛否を問うこさに

（2） 年1回東北支部が機関誌を発行するこぜになった。

（3） 支部の振興を計るfこめ役員を増員拡充し、新会員諏人

動を活溌にするこぜになつに｡ ~ ~ :~ ~ ~ ‐

（4） 支部長が次のごおり改選されアニ。 ‐

貝

会

会

部

が

麦

なつrこ

促進運



■鴬~~~
象台竜業気象課長､大後美像氏‘,｢農業気象災雲鍵定について｣が
あり、合せて11題で終始活溌な討論がなされた。

●

編蕊後記

こ麓に「東北の農業気象」の諾行を兇いよいよ東北支部の陣容が

整ってきましたこ．道は喜びに堪え~きせん。

かねてから支部の発雇さ充実を計るため支部鶴関誌を認行するこ

ごを考慮中でありましたが、資金難のため実現し･ないでおりました

この件について去る1月1:リ 日漂鰭きれに当支部総会に提案説明し

弐したところ、満場の賛同ご簔助を祷ましだので収敬えず昭和器0

年度から研究会アプストラダ I"及び譲告を掲裁するこさにしまし『こ

認1年湾か.ろはこれらの外に論蟻解説等をも褐議し益々内容U)充奏を

計ってゆきたいご考えてい
忠弓一
一一印 0

機関紙の命名については慎重を，要守るので幹事各位に会誌名を予選

して裁き、 その中より支部長が決定したものですから御了承を願い

ます。今後も農業気象学発層のために何分の御助言、御協力下さい

ま ・すようお願いいたし轟寸。

末筆乍ら本誌発行のために御協力下された会員および関係者各位

に厚く御礼申上げま ‐ず。

日本豊業気象学会東北支部

事務所：仙台市鉄砲灯一仙台管区気象台内

支部長： 加藤愛雄
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